
教科 算数

【第６学年】

①課題

②原因

③方策
次年度
目標値

72

【第５学年】

①課題

②原因

③方策
次年度
目標値

78

【第４学年】

①課題

②原因

③方策
次年度
目標値

77

【第３学年】

①課題

②原因

③方策
次年度
目標値

77

【第２学年】

①課題

②原因

③方策
次年度
目標値

85

２　課題と
取組

小数同士のかけ算や、わり算の計算正答率が目標値と同等程度である。

筆算において数が増えることと小数があることで正確に計算ができなくなってきている。

位が増える筆算に関しては位をしっかりと縦にそろえて計算するよう指導し
ていく。

令和７年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった
課題と学力向上に向けた取組

品川区立京陽小学校

１　概要
全体正答率は目標値を大きく上回っている。
どの領域も目標値同等程度か上回っている。

【学校全体の結果】
・目標値と比較して上回っているのは６年生、同程度なのは２～５年生である。
・同一集団の経年比較で見ると、６年生は学年が上がるごとに標準スコアが上がっているのに対し、
３～５年生は成長とともに標準スコアが少しずつ下がっている。
・基礎・活用ごとの分析を見ると、どの学年も目標値を上回っており、特に３年生では活用の問題、５・
６年生では基礎・活用の問題のいずれも平均正答率が高い。

１　概要
教科全体の正答率は目標値を上回っている。
基礎は約３、活用はわずかに上回っている。

２　課題と
取組

「わり算・計算のきまり」３ケタ÷２ケタ＝２ケタ（余りあり）の計算の問題は、目標値をわずか
に下回っている。

九九の範囲を超えたことにより、数値の見当がつけられない。

学習の中で小さいケタで暗算する活動を取り入れる。

１　概要
全体の正答率は、目標値を上回っている。
基礎・活用、領域別正答率のどの項目も目標値とほぼ同等の値になっている。

２　課題と
取組

１．領域「データの活用」が全国値をわずかに下回った。
２．領域「測定」が全国値をわずかに下回った。

１・２ともに、正確に数値を見ることができていない。
１・２ともに、読み取ったデータを正しく活用することができていない。

１．数直線やデータ・グラフなどの問題に慣れさせる。
２．読み取ったデータを活用する問題を多く取り入れる。

１　概要
全体の正答率は、目標値を上回っている。
基礎・活用、領域別正答率のどの項目も目標値を上回っている。

２　課題と
取組

１．７４+４８の正答率が目標値を下回ってる。
２．正方形の特徴の理解を問う問題の正答率において目標値を下回っている。

１．繰り上がりが２回ある計算ができていない。
２．正方形の定義、性質についての理解ができていない。

１．自分の解き方を説明する活動を多く取り入れるようにする。
２．図形の定義・性質について繰り返し復習する時間を設けるようにする。

１　概要
全体の正答率は、目標値を上回っている。
基礎・活用、領域別正答率のどの項目も目標値を上回っている。

２　課題と
取組

１．領域別「A数と計算」は、目標値よりわずかに上回っているが、他領域に比べて低い。
２．内容別「３つの数の計算」は、目標値より下回っている。

１．数の系列問題において、数直線の数の読み取りや並びを理解できていない。
２．文章問題から必要な情報を読み取り、３口の立式（加減混合）をすることができない。

１．数直線のメモリを読んだり数の並びを確認したりする問題に取り組む。
２．算数だけでなく国語の文章を読み取る力を高める。


